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はじめに 
 
映画『멋진그녀들(She Is)』：Director / Screenplay / Producer / Editor： JOO Hyun-Sook 
ドキュメンタリー、韓国制作、62 分、2007 年、（出所）ソウル国際女性映画祭 
 
2007 年 4 月に韓国ソウルでは「韓国ソウル女性映画祭」が開催された。「移住女性特別
展：私たちはここで生きている！」（Women Migrant: Invisible People）というテーマが掲げ
られ、韓国を含めてシンガポール、スリランカ、フィリピン、台湾、カナダ、アメリカな
どで制作された映画 10 篇が紹介された。ここに集まった映画は世界各地に移住し生きてい
る女性たちについて描き、なぜ彼女たちは移民を選択したのかあるいは移民生活の現実な
どを描いている。その中の一つ、韓国の Joo Hyun-Sook 監督の『멋진그녀들(She Is)』という
作品は、国際結婚を通じて韓国に入ってきた移民女性たちを描いたドキュメンタリー映画
である。この映画は、国際結婚を通じて移民の過程において現れる国際結婚仲介業社の横
暴や移民女性への偏見を描きながら、移住女性たちにどのような新しいアイデンティティ
が生まれるのかを描いている。 
本稿では、韓国で新たな社会問題となっている国際結婚女性、つまり韓国男性との結婚
を通じて韓国に入ってきた外国人女性に焦点を合わせ、韓国社会のなかで生きている移民
女性たちが抱えている問題を検討し、大衆媒体で取り上げられている移住女性たちのイメ
ージについて考える。その上で、映画『멋진그녀들(She Is)』を中心に韓国社会で他者では
なく主体として生きるすなわち行為の主体者としての移民女性について考察を行なう。 
 
 
● 映画のあらすじ 
これまで主に男性を中心とする移住労働者に関するドキュメンタリー映画を制作してき
た監督は移住方法として国際結婚を選択する移住女性について語り始める。 
映像には、移住労働者のデモの様子や国際結婚エージェントの広告の風景が映し出され、
さらに 2003 年 12 月 7 日に MBC での放送された「ベトナム国際結婚・速戦速決 5 泊 6 日」
という国策結婚斡旋業者の横暴を告発する番組を資料として提示する。 
監督は「このような番組は、国際結婚の問題点については指摘しながら当事者である移住
女性の『声』については重要に考えようとしない。私は、国際結婚において隠されて歪曲
された移住女性たちの本当の『声』が聞きたかった。そして、その『声』を通じてこの明
らかになる社会の偏見について考えてみたい」と映画の制作意図を明らかにする。 
映画は、監督が国際結婚を通じて移住した 5 人の移住女性のインタビューで構成されて
いる。一人目の女性は、19 才の時に斡旋業者を通じて 62 才の韓国男性と結婚して、常習的
な殴打と強制流産にあった後母国に帰国し、離婚訴訟のために再び韓国にやってきたベト
ナム出身のティエンである。監督は空港で初めて彼女に会う。カメラは彼女を追いながら
インタビューを始める。国際結婚の理由について聞くと、「結婚する気はなかった。ただ、
家族を助けたかった。はやく結婚する気もなかったし、国際結婚は考えてもいなかった。
働いてお金を稼いで弟たちに勉強させたいと思った。結婚はその次だと思った」と話す。
国際結婚のきっかけについては「工場が休みの日に友達と行ったところが国際結婚お見合
いの場だった。三日後に結婚すると誓約した。しかし、考えた末、結婚をやめようと国際
結婚斡旋業者に言うと、今止めると 1100 万ウォンを報償しなければないといわれた。私が
選択したので仕方がないと思った。」と話す。しかし、結婚後、夫は言葉が通じないという
理由で彼女を常習的に殴打し始めた。その上、妊娠した彼女に中絶手術を強要し、結局、
彼女は強制流産にあった。2 年前のことであった。 
彼女は離婚のための裁判を終え、ベトナムに帰る。空港で監督は「いつかまた会いましょ
うね。どこで会いましょうか。」とたずねると「ベトナムで」と一瞬の迷いもなく答える。 
次に画面は、移住者のためのセンターで生活しているロサの顔のクローズアップに移る。 
責任感があって、真面目な人、そして自分を理解してくれる人と結婚するのが夢だったロ
サも国際結婚斡旋業者を通じて移住したフィリピン人の女性である。夫からセックスを強
要され拒否すると暴力を受けた。家を出た後に彼女は妊娠したことを知る。監督の「子供
を産む選択ではなくほかの選択もあるのでは？」という質問に対して「今は、私は多くの
問題を抱えているが、私は大丈夫、私はラッキーだ、置かれている状況はアンラッキーだ
が、この子のおかげで私はラッキーだ」と返事する。さらにロサは、「「私にとって私が選
択した国際結婚という人生の一部分は一種の挑戦だった。独立のための戦いであった。た
とえ、このような問題が起きたとしても私には相変わらず夢があって、その夢をあきらめ
ない」とロサは強く話している。夫の保障がないロサは、今は不法滞留者であるにもかか
わらず、妊娠している自分がラッキーだというのだ。監督はロサを通じて多くのことを学
 
んだと語る。 
三人目に登場する女性、フィリピン出身のメリンダは、韓国に到着した初日から新しい環
境と生活に適応しようと一人で地図を持って出かけるほど積極的な性格の持ち主である。 
しかし、彼女も家庭内の問題を抱えている。ある日、監督に電話をかけて、自分の悩みと
ストレスに耐えられず爪を強く切ってしまったと話す。 
韓国語教室に集まった移住女性たちは厳しい環境や苦痛などに耐えられず自傷行為をした
経験があると話している。 
四人目に登場する中国人女性のチンチンは、姑に関して話している。「姑は、私がいつかは
逃げ出すと考えている。私を信じない。夫にも私を信じてはいけないと話している。私に
も『今日友達と散歩したが友達がある中国人嫁が逃げ出したと話した』という。さらに、
中国人嫁はお金を稼ぐために韓国にやってきたと話している。」と姑が持っている中国人嫁
に対する悪いイメージに対して話し、不満を語っている。彼女の部屋の鏡には「 I love you , 
we will have good lives」とメモが張ってある。彼女からの夫へのメッセージである。 
最後に、フィリピン出身のメロディが登場する。彼女は 3 人の子供を育てながら韓国で 10
年間住んでいる。「フィリピン人の友達と互いに助け合いながら生きてきた」と彼女は 10
年間を振り返る。自分たちは大変だったが今は国際結婚で韓国にくるフィリピン人女性た
ちは自分のような長年韓国で住んでいる人がいて助けられるのでラッキーだと話す。彼女
は、言葉が通じなかった頃の苦労話をしながら「しかし、生きている」と笑いながら話す。
監督が「サバイバルだ」と話すと彼女は頷く。 
メロディは自分の子供たちに向かっている社会の視線について不満を持ち、子供への教育
に戸惑う。彼女自身がフィリピン人である事が子供たちに悪い影響を与えるのではないか
心配している。彼女は韓国に来て 10 年間住み、今は何の不自由もなく韓国語を話せるが、
今も韓国語教室に通っている。はじめは、韓国に慣れるために韓国語を学んだが、今は子
供のために韓国語を学んでいる。 
映画は、移民女性への偏見の存在を明らかにしながらこの移住女性たちがどのような新
しいアイデンティティ獲得するのか描こうとしている。撮影中、彼女たちの置かれた厳し
い状況やつらい体験が明らかになるが、むしろ監督は、彼女たちから生き方を学んだとも
言える。監督自身の予期しない妊娠のために作品の完成が危ぶまれ出産について悩んだ時
期もあったが監督は彼女たちに生命の大切さを学び、明るくて元気に子供たちを育てたメ
ロディを人生の先輩として受け入れる。同じ時期に妊娠したメリンダは監督と友情を交わ
し、出産前の監督の大仕事を皆が温かく見守るようになった。社会的な問題意識で始まっ
たドキュメンタリーがいつのまにか監督の私的な生活に影響を及ぼすことになった。監督
は、難しい状況に直面しながらも、独立した精神で生きている彼女たちと出会い、お互い
の結婚、妊娠、出産について議論を交わした。結果的に彼女たちは強い連帯感で結ばれる
事になる。 
 
 
１． 国際移動―移民の女性化 
グローバリゼーションの進展の中で、国境を越えた人の移動はその重要な問題の核をな
している。中でも近年、女性の国際移動の増加は「移民の女性化（feminization of migration）」
として移民研究において関心を集めている。「移民の女性化」とは移民者のうち少なからざ
る部分を女性が占めることになってきたということである。1970 年から 1986 年の間におけ
る世界全体の国勢調査の分析によれば、出生国を離れている人びとが約 7700 万人おり、そ
の 48％が女性である。大半の諸国の外国人人口に占める女性の比率は今や 45％から 50％と
なっている。1990 年のヨーロッパでは、ドイツ連邦共和国において移民に占める女性の比
率が 43.7％と低めにあったのに対して、イギリスは 52.5％と高めであった。アメリカの比
率は約 50％である。1 
上杉妙子は「『移民の女性化』についての議論は、ただ単に女性移民の量的増加を反映し
ているのではない。それは移民研究の深化をともなって展開してきたのである。特に注目
されるのはこれらの研究が女性移民のエンパワーメントという実践的関心と結びついてお
り、女性移民をマクロな構造に受動的に反応する存在としてではなく主体的な行為者とし
て描こうとしてきたのである。」とのべ、女性移民、とりわけ「家事労働移民」を対象とし
た先行研究の成果を紹介・検討する。2既存の移民研究は、女性従属性を所与の事実と見な
し、そのため女性移民の移動の要因、動機、過程、経験等を正しく理解することができな
かった。近年ようやく、女性を、主体的に決定を下す行為者とみなす女性観に基づく家事
労働移民研究が示され始め、男性移民とは異なるインパクトを移民研究にもたらし始めて
いるという。さらに、上杉によると移民とジェンダー研究において取り上げられるテーマ
は、家事労働移民、難民キャンプにおける家族、人身売買、セックス・ツーリズム、家事
労働移民の組織化などを挙げているが、国際結婚による移民研究については言及されてい
ない。3 
小ヶ谷千穂は女性の国際移動をめぐる研究関心は、国際労働移動研究において近年最も
関心を集めている分野であり、70 年代後半から 80 年代にかけて急速に関心を集めるように
なったと述べる。さらに、欧米の移民研究においては、「移民=男性」であり、女性は「男
性に呼び寄せられる家族」という前提があったと指摘している。41990 年代に入って日本で
はフィリピン人労働者の国際移動に関心が寄せられ研究され始めた。5小ヶ谷もその研究者
の一人である。小ヶ谷は文献研究にとどまらず自ら現地調査を実施する意欲的な研究を試
みた。「世帯戦略が負担となって過酷な労働条件に耐える傾向が強いという通説から見えて
                                                  
1 ピーター・ストーカー著、大石奈々、石井由香訳『世界の労働力移動 ILO レポート』、築地書館 117 頁 
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拓く地平』文化書房博分社、2005、243－256 頁 
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4 小ヶ谷千穂「女性移民(移住女性)」（伊豫谷登士翁『思想読本（8）グローバリゼーション』作品社、2002）、
134 頁 
5 例えば、藤森英男(1991)、山形辰史（1991）、寺田勇文（1991）、菊地京子（1992，1994）、佐藤忍（1997）、
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こない、世帯戦略的な直面と個人的動機とバランスを巧みにとる女性たちの姿」を説得的
に浮き彫りにしている。6さらに、小ヶ谷は「移住労働者の女性化」について言及している。
「80 年代中ごろから特にアジア地域を中心に著しくなったのが、女性の単身での国際労働
移動が男性の移動を量的にしのぐようになる『移住労働者の女性化』である。」とのべる。
7アジアにおける「移住労働者の女性化」の特徴については、「移住女性たちの職業が家事労
働や生産業など広く再生産労働と位置づけられる領域に集中したことである。典型的には
NIEs8と呼ばれる国々に、フィリピンやインドネシアから家事労働者や介護労働者として働
く女性たちが大量に流入した。」と述べる。9このような「移住労働者の女性化」の特徴の中
には、国際結婚を通じて移民の主体となる女性たちの存在も含まれているように思われる。 
女性の国外移住が増加している理由についてピーター・ストーカーは以下の四つに解釈し
ている。10 
その一つ目は、現在、最も規制が緩やかな移住形態である家族合流である。家族の合流は、
通常、女性、子供、及び両親が男性の移住者と同居する事であるから、女性の比率は増加
しがちである。1970 年代にヨーロッパへの労働移住の規制が加えられて以降、すでに所帯
を持った多数の移住者を呼び寄せるようになり、男性 100 人に対する女性比率は急激に増
加した。たとえば、オランダでは 1977 年から 1986 年の間にモロッコ人の女性の割合は 36％
から 64％増加し、トルコ人については 32％から 34％に増加した。しかし、重要な移民受け
入れ国では同様な効果が今でも見受けられる。たとえば、オーストラリアでは 1991年と 1992
年において家族優遇制度のもとで入国した者は全体の 45％を占めており、またこのうち
56％は女性であった。 
二つ目は、女性優位の職業である。家族サービス、芸能、及びサービス部門のような典
型的な女性優位の分野における労働需要は増加している。確かに送出国によって男性より
も女性の移住者のほうが多い事がある。たとえば、1990 年にスリランカの空港で行った調
査によれば、海外への出稼ぎ労働者の 65％は女性であり、その大半は家事使用人であった。
1988 年においてインドネシアを正式に出国した移住女性者の内 78％が女性であった。 
行き先は主としてサウジアラビアであるが、ここでは彼らがイスラム教徒であるため家
事労働者として歓迎される度合いが高い。近年、多数の女性がカナダに移住し、そこで家
事サービスの仕事に就いている。しかし、アメリカ、カナダ両国の移民規制の変更で熟練
労働者が優先されるようになったこともあり多数の女性教師および看護婦が集まるように
なった。 
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三つ目は、家族の生き残り戦略である。母国における経済状況の悪化は、女性も国外へ
移住した方が豊かになりうるという事を意味する。国境を越えてメキシコからアメリカへ
移住する人の数は、近年急速に増加している。違法な越境によって逮捕された人びとのう
ち女性の比率は、1987 年から 1992 年の間に 8％から 15％になった。メキシコのティファナ
市からアメリカへ移った女性 718 人を対象とする調査によれば、家族に合流するためと答
えた人は 10％であったに対して、職探しのためだと答えた人は 67％であった。 
そして、四つ目は、自立の高まりである。女性は今や多くの国で自立した立場を高めてお
り、更なる解放を求めて国外へ移住する可能性がある。外国で就職を希望するフィリピン
人女性を対象とする調査によれば、60％は大学卒であった。（これに比べて、男性の場合は
30％が大卒である）女性は失業を免れるだけではなく、より多くの理由、そして個人的な
達成感を求めているのかもしれない。 
国際移民についてはグローバリゼーションとそれにともない各国で採用されたネオ・リ
ベラルな経済政策と関連させる説明が多く見られる。伊豫谷が総括するように、1970 年代
以降に進行したグローバリゼーションは、開発途上国や旧社会主義・共産主義諸国を巻き
込んだ世界的労働市場の統合を達成した。それに伴い、生産領域のみならず再生産領域の
市場化が進行し、再生産労働の狙い手である女性労働者の越境する移動が増大したという。
11 グローバル化とともに始まった新自由主義経済政策の結果、「女性の貧困化」と「移民
の女性化」が同時に進行し、相対的に貧困状況にある第三世界の労動者たちの第一世界へ
の労動移民は、新しい国際大移動と呼ばれる現象となった。その移住の手段として、第三
世界の女性たちは国際結婚を選択している。国際結婚は人種と国家、民族間の問題以外に
も家父長制的な社会で女性がどのように手段化され私有化されているのかを明らかにして
いる。 
 
２． 増える国際結婚、移住女性 
韓国では 1 年間に 30 万組が結婚をして、そのうち 3 万組近くが国際結婚をする。 そし
てこの大部分は移住「女性」である。2007 年 8 月 24 日の法務部(省)の資料によれば、短期
滞在の外国人を含めた在留外国人は 100 万 254 人で住民登録人口の 2％を占めており、2006
年 7 月に比べて 15％も増加している。韓国社会は急速に多人種、多文化社会に変化してい
る事がわかる。12国籍別に見ると、中国、米国、ベトナム、フィリピン、タイ、日本、台湾、
という順になり、長期滞在外国人は、72 万 4967 名。このうち、産業研修生をふくめた外国
人労働者は 56％で、国際結婚移民者は 14％、外国人留学生が 7％である。外国人労働者の
93.3％が単純労働の労働者であり、未登録移住労働者（いわゆる不法滞留者外国人）は、22
万 5273 人である。未登録移住労働者の国籍は、中国が 45％、フィリピンが 7％、ベトナム
                                                  
11 伊豫谷の言う再生産領域とは、①生命の維持、②次世代を産み育てることあるいは、③生命の再生産
を支える社会共同体の再生産を指している。伊豫谷登志翁『グローバリゼーションとは何か』2002、平
凡社、172 頁 
12 これは 10 年前に比べて 158％の増加である。(法務部報道資料：www.moj.gp.kr) 
 
が 6％、そのほかタイ、モンゴル、バングラデシュの順になる。 
このような外国人の移住は性別によってはっきり分かれていて、男性の大部分は、産業
研修生や雇用許可制によって労働者として入国しているのに対して、韓国に移住する外国
人女性は流入過程と職業によって三つに分類される。一つ目は、産業研修及び個人的な人
脈を通して入ってきて正社員または契約社員として働く移民女性、二つ目は、結婚仲介業
者、地方自治団体などを通して入ってくる国際結婚形態の移民女性、三つ目は、エンター
テイナービザ（Ｅ-6）を通して入ってきて性産業で働く移民女性である。13 
韓国社会の中で国際結婚をめぐる問題が注目されたのは最近のことである。韓国社会は
国際結婚に対して否定的である。その理由としては、国際結婚の歴史に端を発している。
つまり、韓国戦争以降駐韓米軍基地に形成された基地村の韓国女性と米軍兵士との結婚が
中心となって国際結婚に対するイメージは否定的に形成された。しかし、1990 年の韓中修
交をきっかけに、国際結婚は 2004 年韓国国内の全体結婚率の 11.4％を占めている。14＜表 1
＞を見ると韓国人男性と外国人女性の結婚率は 8.2％を占めている。15その中で農村社会の
国際結婚は 4 組中 1 組が国際結婚である。このように、国際結婚移民女性は外国人労働者
の流入が始まった時期である 1990 年代初めから増え始めるが、商業的な目的と資本化の加
速により国際結婚を手段化する方法が新たに生まれる。既存の国際結婚は男性がブローカ
ー費用を出して女性を連れて来るモデルであった。しかし近年には反対に女性がブローカ
ー費用を出して男性は観光をしながら現地女性に会い、女性が結婚を通じて移民するよう
に助けるモデルが中国で現われている。16国際結婚を通じて入ってくる移民女性は、統計庁
人口動態調査によると、ベトナム出身移民女性の場合 2002 年に 476 人であったが、2003 年
には 1,403 人に増えた。17男性の移民は一般労働を中心に行われる反面、女性移民の場合は
国際結婚または性産業関連の労働を中心に行われる場合が多い。18近年性売買の規制により
国際結婚を通じた移民は急速に増えてきた。最近韓国の外国人移民は「男性＝労働移住」、
「女性＝結婚移住」の形式化された移住の性別区別が明らかになっている。19国際結婚を通
じて韓国に入ってくる移住女性はこのように年々増加しているが、いまだに国際結婚移民
                                                  
13 韓国移住女性人権センター調査 
14 1990 年代初韓中修交以降「農村男性」と「延邊女性」の結婚から始まった国際結婚は現在、都市男性の
国際結婚の増加によって農村という地域的な境界による特殊な事例ではない韓国社会の新しい結婚形態
に認識されている。＜表 1 参照＞ 
15 統計庁人口動態調査http://kosis.nso.go.kr 
16 2005 年公開された映画「나의 결혼 원정기(Wedding Campaign)」（「나의 결혼 원정기(Wedding 
Campaign)」2005、황병국 監督、정재영主演）は韓国の農村男性がウズベキスタン女性との結婚のため
に国際結婚仲介業者を通じてウズベキスタンに行って観光しながらウズベキスタン女性に会う過程を描
いた作品である。この映画は近年の国際結婚をめぐる問題を描いた作品であるといえる。 
17 ＜表 2 参照＞統計庁人口動態調査 
18 김이선「여성결혼이민자의 문화적 갈등경험과 소통증진을 위한 정책 과제」、한국여성 
개발원、2006(キム イソン「女性結婚移民者の文化的葛藤経験と疎通増進のための
政策課題」、韓国女性開発院、2006、5 頁 
19 前掲載 5 頁 
 
女性を眺める視線は男性中心的20であり、「経済的理由で韓国男性と結婚した貧しい国の女
性」という差別的な視線で見られる。一方、第三世界の女性と結婚した男性のイメージは、
「貧しく、高年齢、障害者」という周辺化された男性として認識される。 
 
３． 国際結婚移民女性への視線－＜商品化される移民女性＞ 
前述で論じた映画の冒頭部分にも表されたように、韓国の大衆メディアは、移住女性た
ちの人権を考慮しないまま、あたかもベルトコンベヤー上の商品のように移住女性らを扱
っている。2006 年 4 月 21 日、韓国の新聞 <朝鮮日報> 社会面では「希望の地、コリアへ」
というタイトルの記事が大きく紹介された。この記事を見た韓国のベトナム留学生たちは
激昂した。記事の内容は、記者がベトナムのホーチミン市にある国際結婚仲介業社を訪問
して韓国人男性がベトナムの女性たちを 「選択」する様子をいきいきと紹介しながら、韓
国人男性の前におとなしく座っているベトナム女性 10 余名の顔がモザイクなしに鮮明に
現われている写真を一緒に載せたのである。<朝鮮日報>の記事の問題は、「韓国人男性＝経
済的に優位にある国の男性」と「ベトナム人女性＝貧しい国の女性」という、差別的な序
例に基づいて何の配慮もせずにベトナム人女性たちの姿を捉えていることである。このよ
うな韓国人の視線は両国間に個人的な葛藤のみならずひいては国家的な葛藤に広がる可能
性を持つかもしれない。 
急増する国際結婚において必ず解決しなければならない問題は、人身売買的性格と女性
の商品化である。国際結婚仲介業者が運営しているインターネットサイトに現れる女性を
商品として扱う露骨な宣伝文句や内容を見ればこれらの問題の深刻さがわかる。結婚相手
を選ぶために現地国に入り、一日目には花嫁を選択して翌日には結婚式をあげる国際結婚
の過程も同じである。売買婚の性格を持った、韓国男性たちと外国人女性たちとの国際結
婚は、近年、言論、放送など多様なマスコミを通じて広く知られ始めた。結婚が韓国で国
際的ビジネスの形態として表れたことについて、キム・ヒョンミは西欧で先に始まった「郵
便注文花嫁（mail-order bride）」事業とその脈絡を一緒にすると指摘する。「郵便注文花嫁」
は女性の身体を購入することができる商品として扱われ、男性がインターネットの商品リ
ストから自分の好みに合う女性を選んでクレジットカードで代金を支払えば、この女性は
国境を越えて直ちに「配達」される。この時、女性たちの大部分がアジアの低賃金国家出
身者である。一方、商品化された女性を注文する男性たちは西欧高賃金国家の男性だけで
はなく日本やその他のアジア各国の男性たちが大部分である。21カタログに登場する女性は
男性購入者のために異国的な性サービスを提供する「セックス機械」22として表現されて男
性に従順であることが強調されて宣伝される。したがってフェミニストたちは「郵便注文
                                                  
20 韓国文化と韓国語の習得を一方的に強要され、移民女性を主体的存在としてより家族関係の役割だけ強
調されることで女性という主体性を抑圧される。 
21 김현미『글로벌시대의 문화번역』、도서출판、2005（キム・ヒョンミ『グローバル時代の
文化翻訳』図書出版、2005、80 頁） 
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花嫁」事業を「異性愛的性的結合という結婚制度が人種差別主義と女性の身体の商品化と
結合した一つの例」であると指摘している。23さらに、キム・ヒョンミは「郵便注文花嫁」
事業に対して「購入者として西欧男性の自我をけしかけるために手強くて女性解放意識が
強い西欧女性と『従順』で、『服従的』で、『性的に魅力的』な女性を対比しながらアジア
女性に対する偏頗的なイメージをけしかける」と評する。今日、韓国社会での性売買形式
の国際結婚をめぐる女性の商品化はあまり驚くべき新しい事実ではない。しかし、韓国人
男性と外国人女性の間の国際結婚を西欧の「郵便注文花嫁」事業のように人種差別と女性
の身体の商品化の結合だけで理解することは限界がある。李が述べたように韓国男性と低
賃金国家、主に東南アジア出身女性の間の国際結婚は大体において、男性が生計扶養責任
者として、女性が専業主婦と同時に次世代の労動力生産者としての役割を担当する伝統的
な家父長的性別分業論理によって成り立っているからである。24 
結果的に韓国に結婚を通じて入ってきた移民女性の生を理解するためには資本が主導す
るグローバル化の脈絡の中でこれらの女性の人種とセクシュアリティ、ひいては家父長的
ジェンダー関係を分析する必要がある。また、移民女性のこのような多重的なアイデンテ
ィティが韓国社会で排除と差別の源となることについて文化的要素を考察する必要がある。
何故ならば移民女性に対する排除と差別は、韓国社会で移民女性たちが肯定的で主体的な
自我実現を不可能にするからである。 
 
４． 映画から見る移住女性イメージの再発見 
国際結婚を通じて韓国に入ってきた移民女性は、階級・エスニシティ・ジェンダーに基
づく「三重の抑圧構造の犠牲者」として、または不法滞留者や結婚詐欺師という加害者と
しての姿などが注目されている。韓国の言論は移住女性の苦痛について扱ってきていた。
大衆メディアでは見られる移民女性は暴力の被害者であると語られている。しかし、根本
的に移民女性が置かれている状況の不当さを指摘し、その問題点を明らかにするというよ
りは、ただ彼女たちが可愛そうな存在、あるいは劣等な存在としてイメージ化されている。
こうした移民女性のイメージは、結果として彼女たちが被害者であることを当然視し、納
得するような風調を作り出している。しかし、国際結婚移民女性を性の商品として、また
は被害者としてのみ規定することは移民女性たちが行為の主体者であることを過小評価す
る恐れがある。移民女性は実際に多様な背景と動機、社会文化的な資源を持っている主体
者であり、劣等な存在ではない。映画の中でメリンダは新しい環境に適応するために誰よ
りも積極的である。彼女の姿からは、今まで大衆メディアが見せた可愛そうで劣等な存在
としての移住女性のイメージは感じられなかった。また、韓国で 10 年間住んでいるメロデ
ィは、韓国社会で長年生きてきた先輩として韓国に来て間もない移住女性たちのためにア
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ドバイスをするだけではなく、監督にも人生の先輩として近づいていく。監督の「子供を
産む選択ではなくほかの選択もあるのでは？」という質問に対して「今は、私は多くの問
題を抱えているが、私は大丈夫、私はラッキーだ、置かれている状況はアンラッキーだが、
この子のおかげで私はラッキーだ」と返事するロサの目の前で監督自身が泣いてしまう。
ロサも泣く。この場面においての二人の涙は、移住女性であろう韓国人であろうと関係な
い同じ「女性」である事を強調しているように思われる。ロサは「私にとって私が選択し
た国際結婚という人生の一部分は一種の挑戦だった。独立のための戦いであった」という。
ロサの言葉のように彼女たちは自分の人生に開拓のために積極的なアクションを起こし、
そのひとつの選択として国際結婚を選択したのである。 
 
最後に 
国際移動は組織的な構図を持っている。つまり、国家間での労働力「輸出」政策の積極
的展開と海外市場の開拓を目的にした組織的取り組みである。政府の政策だけではなく、
斡旋企業の介在も見られる。 
国際結婚の場合、特に周辺化された階層の家族形成・維持や家族ケアの充足を狙う。移住
家事や介護労働者の場合、高学歴共働き中間層世帯の日常の再生産を狙う。背景には、女
性の労働力化（非正規労働者化）の拡大と加速的な出生率の低下と高齢化という人口バラ
ンスの変化である。こうした女性の移住によって発生した市場はグローバル的に拡大する
につれアジアだけでなく世界的に行われている。移住労働者の国際移動は新しい事ではな
い。ただ、国家の政策や斡旋業によるかつてない状況が生まれている。 
韓国において女性移住者の急増は、「多文化家族」と呼ばれる新しい家族形態の形成をも
たらし、また文化的多様性や多文化主義についての議論を活性化させている。しかしなが
ら、国家主導的な多文化家族についての議論は伝統的家父長制的家族の再生産に焦点が当
てられたものになっている。そのような議論においては、女性たちの様々な文化的背景や
願望は認識されていない。すべての女性たちが一元的な社会的マイノリティ・グループに
恒久的に属していると捉えられている。外国人移住女性は韓国社会において家族の危機と
ケア労働の不足を解決してくれる資源として捉えられがちである。韓国政府は「多文化家
族」概念を低出生率、高離婚率、結婚市場における不均等な男女比といった様々な社会問
題を解決するために採用している。 
国際結婚を通じて韓国に入った移民女性が、家父長制的な家族と社会によって多様な苦
痛を受けることは彼女たちが「移住」した女性であるからではなく、移住「女性」である
からである。という認識が必要ではないだろうか。他国から入ってきたという理由だけで
家父長的な社会で「女性」であるために受けなければならない抑圧がより露骨にあらわれ
るようになるからである。したがって、移住女性は私たちの「鏡」である。 韓国社会の家
父長制を照らす鏡であり、韓国女性らの苦痛を照らす鏡である。 彼女たちが置かれている
条件は彼女たちだけのことでなく私たち皆の条件なのである。 
 
＜表 1＞国際結婚比率／単位：件、％ 
年 全体結婚 国際結婚 韓国人男性と外国人女性 韓国人女性と外国人男性 
1990 339,312 4,710(1.2) 619（0.2） 4,091(1.0) 
1995 398,484 13,294(3.4) 10,365（2.6） 3,129(0.8) 
※1999 362,673 10,750(2.9) 5,775（1.6） 4,795(1.3) 
2000 334,030 12,319(3.7) 7,304（2.2） 5,015(1.5) 
2001 320,063 15,234(4.8) 10,006（3.1） 5,228(1.6) 
2002 306,573 15,913(5.2) 11,017（3.6） 4,896(1.6) 
2003 304,932 25,658(8.4) 19,214（6.3） 6,444(2.1) 
2004 310,944 35,447(11.4) 25,594（8.2） 9,853(3.2) 
2005 316,375 43,375(13.6) 31,180（9.9） 11,941(3.8) 
（出所）：統計庁http://kosis.nso.go.kr 
※ 国際結婚は 1990 以降、年々増加したが、1997 年－1999 年には著しく減少する。理由としては、①1997
年の経済危機による経済悪化と韓国系中国人女性たちの偽装結婚、詐欺結婚に対する社会的批判が高
まったこと。②国際結婚を通じる韓国人男性たちの被害に関連した犯罪などがメディアの報道によっ
て国際結婚に対する警戒心が作用。 
 
＜表 2＞ 国際結婚移民女性 国籍別 区分表／単位：名 
年 計 日本 中国 ア メ
リカ 
フ ィ
リ ピ
ン 
ベ ト
ナム 
タイ ロシア モ ン ゴ
ル 
他 
1990 619 175 88 268 ※- - - - - 88
1995 10,365 1,412 8,450 188 - - - - - 315
1999 5,775 1,248 2,883 280 - - - - - 1,364
2000 7,304 1,131 3,586 235 - - - - - 2,352
2001 10,006 976 7,001 265 510 134 185 157 118 660
2002 11,017 959 7,041 267 850 476 330 241 195 658
2003 19,214 1,242 13,373 323 944 1,403 346 297 318 968
2004 25,594 1,224 18,527 344 964 2,462 326 318 504 925
2005 31,180 1,255 20,635 285 997 5,822 270 236 561 1,119
（出所）：統計庁http://kosis.nso.go.kr 
※ 1999 年までの資料では日本、中国、アメリカ、他に区別された。2000 年を基点に国際結婚移民女性の
国籍区分が細分化された。25 
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